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序

愛知県埋蔵文化財センターは、昭和60年4月に設立され、間もな

く1周年を迎えようとしています。設立にあたっては、それまでの

愛知県教育サービスセンター埋蔵文化財調査部における事業を継承

し、主として名古屋環状2号線の建設に伴う事前の遺跡発掘調査を

実施してまいりました。この間、愛知県教育委員会、建設省、日本

道路公団、その他の関係者の深い御理解・御援助と御協力とをいた

だいて、順調に調査活動を進め、所期の目的を達成しつつあること

を大きな喜びとして、深甚の謝意を表するものでございます。

遺跡調査の成果につきましては、これまで愛知県教育サービスセ

ンターにあった当時、すでに昭和56年度から昭和59年度にかけて、

「中間概報」、 「年報Ⅰ～Ⅲ」と、四次にわたって刊行してまいりま

したが、このたび昭和60年度における発掘調査成果を本書により公

表することとしました。

本書が、考古学の研究はもとより、埋蔵文化財の保護と活用のう

えでもお役に立つことができればまことに幸いと存じます。

本書の刊行並びに発掘調査にあたり、専門委員の諸先生及び愛知

県教育委員会の御指導並びに建設省愛知国道工事事務所、日本道路

公団名古屋建設局、愛知県土木部、地元市町村その他の関係者各位

の多大な御協力をいただきましたことに対し、厚く御礼申し上げま

す。

昭和61年3月

財団法人 愛知県埋蔵文化財センター

理事長奥田信之
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例言

1.本書は、財団法人愛知県埋蔵文化財センターの、昭和60年度の

事業概要をまとめたものである。

2 ・調査は建設省中部地方建設局、日本道路公団名古屋建設局、愛

知県土木部及び愛知県教育委員会から、愛知県教育委員会文化

財課を通じての委託を受けて、本センターが実施した。

3.調査概要は、各遺跡ごとに、概略的にまとめ掲載した。

4 ・調査研究は、発掘調査及び整理作業を通じての研究成果の一部

を、集録したものである。

5.発掘調査にあたっては、専門委員の各氏及び愛知県教育委員

会文化財課の指導助言をいただいた。

6.発掘調査では、永金千佳●林素子・岡本直久・伊藤禎樹・亀井

恵子・赤塚美智代・加藤とよ江・鈴木規子・河合明美各氏の協

力を得、各関係機関・地元作業員の方々には過大の援助を賜わ

った。

7・文責は各文末に記した。
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発掘調査工程表

遺 跡 名 担 当

朝 日 遺 跡 遠藤 ・鷲野_・佐藤 ・丹羽 ・安藤 ・金原 ・石黒

朝 日 西 遺 跡 遠藤 ・佐藤 ●安藤

清洲城下町遺跡 竹内尚・小澤 ・梅本 ・松原 ・長島・渾藤 ・鷲野 ・丹羽

廻 間 遺 跡 1清水 ・細野 ・赤塚 ・小澤 ・長島 ・松田

土 田 遺 跡 清水 ・細野 ●赤塚 ・服部*●竹内尚・平野 ・梅本 ・小澤 ・松田

阿弥陀寺遺 跡 上部 ・浅井 ・酒井

大 渕 ・遺 跡 峰村 ・山田 ・宮腰 ・池本 ー竹内字*●竹内尚.・平野.・澤井 ・酒井 ・中野

勝 ~川 遺 跡 松原 ●赤塚

石 堂 野 遺 跡 遠藤 ・宮腰

試 掘 調 ・査 金原 ●梅本

*現名古屋市教育委員会学芸員

(服部哲也、竹内字哲)
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遺跡の位置

本年度発掘調査遺跡は9箇所であり、その他試掘調査3地点をこれに加えることができ

る。

愛知県西春日井郡清洲町内・海部郡甚目寺町内での遺跡調査が主要な対象となっている。

その内朝日遺跡・朝日西遺跡・清洲城下町遺跡・土田遺跡(以上清洲町)、阿弥陀寺遺跡・

大渕遺跡(以上甚目寺町)は名古屋環状2号線建設に伴う継続的な調査であり、本年度はこれに

廻間遺跡(清洲町)を新たに加えることができた。

勝川遺跡は愛知県春日井市に所在する遺跡であり、名古屋環状2号線建設・国鉄瀬戸線・土地

区画整理事業の事前調査としてすでに昭和56年度から調査が継続的に行なわれている。 (愛知

県教育サービスセンター埋蔵文化財調査報告書第1集『勝川』 1984)

石堂野遺跡は愛知県宝飯郡御津町に所在し、その位置は本文26貢を参照されたい。
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1・朝日遺跡2.朝日西遺跡3言舌洲城下町遺跡
6.阿弥陀寺遺跡7.大渕遺跡

4.廻問遺跡5.土田遺跡

遺跡位置図
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